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〆　
ー
ダ
灘
鐸

ダ

灘
，

鍵
課
烈
ド
ビ
レ
ツ
ジ
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
ブ
ン

皆
さ
ん
の
お
い
で
を

　
お
待
ち
し
て
い
ま
す

…
神
経
痛
、
筋
肉
痛
、
関
節
痛
、
男
出

㎜
五
十
肩
、
運
動
麻
痺
、
う
ち
み
、
劫
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
現

く
じ
き
、
冷
え
症
、
や
け
ど
　
。
の
殊

な
ど
に
効
能
あ
り
。
　
　
’
　
杁
、

2，566C－9）女2，617（＋1）計5，183（一8）　世帯数L526（＋8）

生3　死亡1　転入31転出47
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礁
講

㌧

　
こ
れ
か
ら
四
年
問
、
私
た
ち
の
代
表
と
し
て
町
発
展

の
た
め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
る
新
し
い
町
議
会
議
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
昨
年
十
二
月
の
定
例
町
議
会
で
議
員
定
数
の
十
八
名

か
ら
十
六
名
へ
の
削
減
が
決
ま
り
、
当
初
は
選
挙
戦
も

予
想
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
告
示
日
の
四
月
十
六
日
に

立
候
補
届
出
し
た
の
は
定
数
と
同
じ
十
六
名
で
、
前
回

に
引
き
続
き
無
投
票
当
選
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
五
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
町
議
会
で
は
、

議
長
に
石
野
英
二
氏
、
副
議
長
に
五
十
嵐
文
夫
氏
が
、

ま
た
町
監
査
委
員
に
は
小
島
丑
蔵
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
各
議
員
の
所
属
す
る
常
任
委
員
会
も
こ
の
日
決
ま

り
、
総
務
・
文
教
常
任
委
員
長
に
小
山
茂
氏
、
社
会
常

任
委
員
長
に
村
山
義
郎
氏
、
産
業
・
建
設
常
任
委
員
長

に
村
山
寿
平
次
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
新
し
い
議
員
さ
ん
の
紹
介
と
抱
負
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
　
敬
称
略
）

　
な
お
、
任
期
は
平
成
七
年
四
月
二
十
九
日
ま
で
で
す
。
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こ
　
　
ざ
か
い
　
き
よ
　
　
し

小
堺
清
司

①
松
代
　
　
4
7
歳

②
総
務
・
文
教
常
任
委
貝

③
会
社
員

，　鵬

轍

翻魏

蟹
●．

　毎年減少する人口の推移を考える時に、町

独自の構造を打ち出し町民の魅力ある文化施

設の建設、また都市周辺の異常高騰により地

方に土地を求め生活の安定を図ろうとする思

考が増加する今日、自然と調和の宅地造成を

進め、人口の減少を防ぐ政策が急務であると

考え町の政務に微力ながら務めたい。

い
　
が
　
ら
し
　
　
ふ
み
　
お

五
十
嵐
文
夫

①
松
代
　
　
5
6
歳

②
産
業
・
建
設
常
任
委
員

③
食
肉
業

④
副
議
長

纏

鰯灘

こ
　
　
ざ
か
い
ち
ょ
う
　
い
ち

小
堺
長
一

①
儀
明
　
　
5
8
歳

②
総
務
・
文
教
常
任
委
員

③
農
業

噸購構
　　灘獅融量
　羅
　鑑　糊灘聯纐騨

、
O

　平成8年開業の北越急行に照準を合わせ、

事業推進整備を計画策定している長年の念願

であった芝峠温泉が、観光の核として今後の

町の発展の拠点となるように、また周辺の施

設整備の推進や老人社会福祉対策、若者定住

促進等々、2期8年の経験を生かし地域住民

の対話の中で町興し事業の推進を図りたい。

壷
　地域の力強いご支持と町民の皆様のご声援

を得て再度町政に送って頂き、明るく住み良

い町づくりに微力を尽くし、地場産業の育成、

農業問題、老齢化対策等、大変厳しい今日で

ありますが、町当局始め町民皆様方と一諸に

考え行動しなければと考えています。

い
し
　
　
　
の
　
　
　
え
い
　
　
　
じ

石
野
英
二

①
木
和
田
原
　
　
6
1
歳

②
総
務
・
文
教
常
任
委
員

③
商
業

④
議
長

こ
ざ
か
い
て
つ
お

小
堺
哲
夫

①
蒲
生
　
　
5
9
歳

②
産
業
・
建
設
常
任
委
員

③
農
業

璽
　年輪と節目。人生にも年輪の積み重ねと節

目が有り、議員は4年の任期が大きな節目、

選挙の洗礼を受けなければならない。連続2

回の無投票当選を議員として十分に加味し、

どのようにして住民の付託に答えるべきか、

山積みする諸問題に対しその選択を誤らない

ように心して微力を尽くしたい。

　再度無投票当選の栄に浴し、今その任の重

責を痛感いたしております。国際化、情報化

が進む中で、松代町においても厳しさと不安

が拭い切れませんが、皆さんとともに悩み考

えて、少しでも不安が和らぐよう微力を尽く

す所存であります。何卒より一層のご指導と

ご鞭燵の程宣しくお願い申し上げます。

お
　
　
の
　
じ
ま
　
　
て
つ
　
お

小
野
嶋
哲
雄

①
太
平
　
　
4
2
歳

②
社
会
常
任
委
員

③
会
社
員 鱒鱒麟　　鱒鱒蠣

　　　縫

繍禰

轍轍瞬縄縣轍

懸

蓋欝

　夢づくり、人づくり、地域づくりをモット

ーに、いつも夢（目的）をもって活動し、地

域の代表としての自覚を失わないように心が

けます。いつも住民の皆さんと同じ目の高さ

を持ち、親しまれ、皆さんの御用聞き役になり

ます。また、松代の新しい可能性を求め、情

報の収集と公開に努めます。
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た
か
　
　
は
し
　
　
よ
し
　
　
は
る

高
橋
吉
治

①
莇
平
　
　
6
0
歳

②
社
会
常
任
委
員

③
農
業

會
　美辞麗句を羅例しても砂上の楼閣というも

の。推敲を重ねて百論よりも先づ一つの遂行、

確固たる根底の基盤の上にこそ真理の道が開

けるものと、只管逼進あるのみ。

　皆様の方がより私の事をご存じの筈、何時

でも何処でも手を挙げ声を掛けて下さる事が、

最善と願っております。

み
や
　
　
ざ
わ
　
　
か
ず
　
　
よ
し

宮
沢
一
慶

①
下
山
　
　
5
9
歳

②
産
業
・
建
設
常
任
委
員

③
農
業

　③②①ノj、こ　　麟
　農社犬
　業書伏島髪　　囎騰灘，

　　翫丑　・騰蝋
　　貝成　　　　　蔵　　　　　　　ぞ　　　　　　　　・輯
　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　　　　　　　　　　　■～　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管

　高速交通時代北越北線の開業を控え、町政

によせる住民の期待は増大しております。私

は過去12年の経験と教訓を糧とし、住民の皆

様と一体となって全住民が希望を持って暮ら

すことのできる、明るく活力に満ちた町づく

りを目指し全力を尽くして頑張りたいと思っ

ております。

覇
・

　皆様こんにちは。この度議会にお送り頂き

ありがとうございました。初めての経験です

ので、肩肘張らずに勉強したいと思います。

住み良い町づくりは人づくりから。故郷を愛

する若者づくりこそ大切と思います。克雪と

地場産業の育成、そして誇りを持って我が町

と呼べる町づくりに努力します。

こ
　
　
や
ま
　
　
　
　
　
し
げ
る

小
山
　
　
茂

①
桐
山
　
　
6
2
歳

②
総
務
・
文
教
常
任

　
委
員
長

③
農
業

③　②㊤村弩
肇言鋸雌　　　　
　長・　　　　　　　　’灘　徽、
　　建　寿呂　　　輸灘翻1
　　馨蔑平○　　　鶴購・’
　　任　次じ
　　　　　　　　　　　・σ

　町議選連続2回選挙なし、無投票となった

事は誠に残念というか複雑な心境です。

　地域社会の皆さんから今迄生かさせて頂い

た事に感謝しその御礼の意味からも、何とか

魅力ある活力ある町にするために、これから

も皆さんと一緒に考え、努力し行動して行き

たいと思っています。

勉

　町民の皆さんのご支援を頂き有難うござい

ました。住みよい活力ある町づくりには、若

い人の定住を図る雇用の場の確保、地場産業

の育成、企業誘致のための工業団地の造成、

町に残って頂くための宅地造成が必要で、急

速に進んでおります高齢者対策、老人福祉に

安心して住んで頂ける町づくりに努めます。

た
か
　
　
は
し
　
　
　
　
　
つ
と
む

高
橋
　
　
力

①
千
年
　
　
5
6
歳

②
社
会
常
任
委
員

③
農
業 灘騰　　麹難，

き　

繍灘難，

　、モ

盤
馨

　依然としてすすむ人口の流出、集落の崩壊

と、崖縁に立たされた我が松代町、「やるしか

ない」の現状である。こんな中で今執行部主

導で事業が進む、町の基幹産業である農業の

犠牲による事業が進められている、町は今不

退転の決意でなければならない。
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灘
醗
誉

融
∴

村竃

・
鑛
、

や
ま
　
　
よ
し
　
　
ろ
う

山
義
郎

①
室
野
　
　
5
8
歳

②
社
会
常
任
委
員
長

③
農
業

　無投票ということで皆様に申し訳ない様な

気がします。議会とは良識ある議員が、町長

の執行に対して替否を明らかにすればよいの

であって、専門的な突っ込みがなくても良識

上それが判断できれば議会の機能は果たされ

ます。新しい感覚で既成概念にとらわれず意

欲に燃えて頑張りましょう。

峰杣

　　　　　詳

轟　欄

　　　轟

ゆ
き
　
　
　
お

幸
雄

①
犬
伏
　
　
50
歳

②
産
業
・
建
設
常
任
委
員

③
農
業

　　　貝　　　　　　9
　今回の町議選ほど深刻で切実な問題がよせ

られうずまいていたことはありません。もち

ろん国保税であり農業のこと後継者対策、若

者が住める町づくり、高齢者対策、教育問題

までそれは緊急なことばかりです。私は初心

にかえってこれら要求実現のため力いっぱい

頑張りたいと考えます。

遜

譲
灘

鐸

辮

峰杣

し
よ
ヤ
つ
　
　
　
じ

昌
治

①
孟
地
　
　
6
2
歳

②
総
務
・
文
教
常
任
委
員

③
農
業

　前回に続き今回も2名減にもかかわらず無

投票という事になり、町民の皆さんとともに

反省する必要があると思います。私は選挙の

有無にかかわらず、えりを正し住みよい明る

い町づくりに、町民の皆さんの声を町政に反

映して行きたいと思っております。今後とも

何卒宜しくお願い申し上げます。

灘

垂
灘

わ
か
　
　
い
　
　
き
み
　
　
お

若
井
君
男

①
蓬
平
　
　
3
9
歳

②
総
務
・
文
教
常
任
委
員

③
農
業

　　　資　　　　勲』■
　現在、責任の重さを痛感していますが、気

負わずに肩の力を抜いてやっていきたいと思
います。

　今年が前厄ですが、厄を乗り切り、皆様か

ら教えをいただいて、誠心誠意をモットーに

頑張りますので宜しくお願い致します。

◎
＠
㊤
0
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
④
㊧
◎
㊨

議
員
さ
ん
、

　
期
待
し
て

　
　
　
ま
～
す
。

遊
園
地
（
子
供
の
遊

び
場
）
を
造
っ
て

　
　
く
だ
さ
い
。

若
い
考
え
万

　
で
町
政
を
。

（
・

（
．

い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て

町
の
活
性
化
の
た
め

に
頑
張
っ
て
。

老
人
対
策
を
。

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
を

増
や
す
等
、

寝
た
き
り
老
人
を

抱
え
る
家
族
の

負
担
軽
減
を
。

文
化
活
動
へ
の
助
成
を

増
や
し
て

（
良
い
音
楽
を
聴
く
な
ど

文
化
に
ふ
れ
る
機
会
を
多
く
し
て
）

，
C
（

う
C

自
然
を
大
事
に

　
　
し
て
ほ
し
い
。
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芝
峠
温
泉
⑫

φ

轍
麟
㈱
謝

　
　
　
轟騒蹴，離欝・聾醗

1，紐，・聾甕…幽雛纏欝　

　　　　　　　　　，欝離、、纏懸　獺麟

▲レストビレッジ峰の外観

　
松
代
町
初
の
温
泉
施
設
「
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
」

が
こ
の
ほ
ど
蓬
平
地
内
芝
峠
に
完
成
し
、
四
月
二
十

六
日
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
町

民
の
福
祉
の
向
上
と
観
光
開
発
の
核
と
し
て
の
期
待

を
担
い
、
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
を
含
む
総
事
業
費
約

三
億
円
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
延
八
百
八

十
平
方
メ
ー
ト
ル
。
二
階
に
は
男
女
各
四
十
人
が
入

浴
で
き
る
パ
ノ
ラ
マ
展
望
風
呂
と
休
憩
ロ
ビ
ー
、
三

階
に
は
百
畳
敷
き
の
ス
テ
ー
ジ
付
き
大
広
間
と
展
望

バ
ル
コ
ニ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

特
産
品
な
ど
の
売
店
も
あ
り
、
簡
単
な
食
事
も
可
能

で
す
。

　
オ
ー
プ
ン
の
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
五
日

間
に
一
日
平
均
約
二
百
人
、
延
千
人
が
訪
れ
、
従
業

員
の
皆
さ
ん
は
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
し
た
9

　
平
成
四
年
度
中
に
は
、
四
十
人
収
容
で
き
る
宿
泊

施
設
も
併
設
さ
れ
る
な
ど
、
北
越
北
線
の
開
業
に
合

わ
せ
て
の
周
辺
施
設
の
整
備
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
、
芝
峠
温
泉
に
は
松
代
町
の
観
光
開
発
の
核
と

し
て
の
熱
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
発
進
！▲4月23目に大広問

　行われた竣工式

ついたて

衝立でく1普段は写真のよ

仕切られている
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘，
　難、、
　　　　　メ織　　　蝋　1・”巳』・、，580．．1●，1“0・．1．，一唇一1・魅1．、一15”ll”IO5”し』・、1一・9曝il“II9閃町1・、II5腰一閣監5．II；，一巳騒5．一1・”巳』．一1監“h9－II5，．巳』一III，一鴨巳．II一膨■1“一gII”1恥，，51一一Ih，II，■0』li，一II■・11一，一1川hl，III，■題』，II5，．閣』一III

難　■営業時間　朝10時～夜8時30分

醗■入浴料中学生以上1人300円
1■休館日　毎週水曜日

1■電　　話　02559（7）39391
1　　　　予約はお早目に　　　　1
号Ol5”II一，1匡O・・ll，eIlg瞬ll，，II9“1』，一〇11”閣閣，，・61．・1し，。・II5一1ll。gll”11一一81－1－11，一81－1－1Il－5gl髄1Il－1，11－11一一・glO－11一一一IIO』』1』，一1－0』』亀』，11－1・1Il，II，』閣陰監6一，II・・閣1一一・価一1・11，。“一・一ll一，“1”lll，‘510一』O一。匪1，・・Ilぞ

　　　　　　　　　　　　　　　麹嘲特
　　　　　　　　　　　　　　　　産
　　　　　　　　　　　　　　　　品
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　タ
　　　　　　　　　　　　　　　　ジバ
　　　　　　　　　　　　　　骸ユコ
　　　　　　　　　　　　　　　　1・
　　　　　　　　　　　　　　　　スビ
　　　　　　　　　　　　　　　等1
　　　　　　　　　　　　　　　のル

　　　　　　　　　　　　　　撒売
　　　　　　　　　　　　　　　有

ここは3階

思わず話がはずむ
灘
㈱
－

〉
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
の

　
洗
い
場
（
写
真
上
）
と
脱
衣
所

　
（
写
真
右
）

ここは3階

望
風
呂

越
後
三

　
　
見

厨
顧
野
ー
：

・騨鰹懸1懸，，ド，。

纈磯醸隷

おいしぐr100パー・セこノト

○山菜かまめし

○日本そば

○山菜うどん

○天ぶらうどん

○おにぎり

○ミートスパゲッティー

○ラーメン

○焼きそば

○山菜ピラフ

○ビーフカレー

600円
350円
350円
350円
300円
400円
350円
400円
400円
400円

○ビール500円

○酒一合250円

◎灘一毯一

・鯵懸藻羅藩

醐驚羅澱饗饗一鐵

雌覇粥溝嶺羅
◎繋藻隣繋製一鐵

・雛彊灘裟耀

・お額まみ
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松
代
写
真
ク
ラ
ブ
主
催
、
冬
の

陣
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
あ
い
に
く
の
雨
に
た
た

ら
れ
て
し
ま
い
、
出
展
作
品
は
昨

年
よ
り
少
な
め
で
し
た
が
、
ど
の

作
品
も
甲
乙
つ
け
が
た
い
力
作
で

し
た
。 薗國

◎

花火ナイヤガラとお神輿の組み合わせで

しょうか、もう少しお神輿の位置を考えれ

ば、なお良かった。

スノーワールドの部（敬称略）

最優秀賞　高　橋　博　之　（莇平）

優秀賞　関　谷　甲子夫　（松代）

佳

〃

〃

〃

〃

〃

　

騰
麟
翻

（

一
勉
雄
英
雄
雄

幸
　
拓
和
敏
敏

本
木
谷
濃
持
持

宮
斉
関
美
米
米

　
作

のっとれ松代城の部（敬称略）

最優秀賞　米　持　敏　雄　（室野）

優秀賞　関　谷　八　郎　（松代）

佳

〃

〃

〃

〃

〃

　

騰
蹴
離

（
」
一
一
丞
｛
松
郎

幸
栄
栄
之
音
八

本
條
條
富
沢
谷

宮
中
中
柳
石
関

　
作

入
賞
作
品
決
ま
る

冬
の
陣
写
巨
ヨ
ン
ワ
ル

主
催
、
冬
の
　
　
　
こ
れ
ら
を
協
賛
の
コ
ニ
カ
カ
ラ
　
　
の
他
の
受
賞
者
は
表
の
と
お
り
で

の
入
賞
作
品
　
　
－
新
潟
で
審
査
し
て
い
た
だ
い
た
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
、
ス
ノ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
部
　
　
　
記
録
に
思
い
出
に
と
、
誰
も
が

の
雨
に
た
た
　
　
で
は
高
橋
博
之
さ
ん
（
莇
平
）
、
の
　
　
手
軽
に
楽
し
め
る
写
真
。
最
近
興

展
作
品
は
昨
　
　
っ
と
れ
松
代
城
の
部
で
は
米
持
敏
　
　
味
を
持
つ
方
（
特
に
女
性
）
が
増

た
が
、
ど
の
　
　
雄
さ
ん
（
室
野
）
の
作
品
が
最
優
　
　
え
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
あ
な
た

た
い
力
作
で
　
　
秀
賞
を
受
賞
し
、
賞
状
、
ト
ロ
フ
　
　
も
気
楽
に
カ
メ
ラ
を
構
え
て
み
ま

　
　
　
　
　
　
　
イ
ー
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
　
　
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
年
は
あ
な
た
の
出
番
で
す
。

＾謬一’

縣
　鯉

緩

一』・

鰍

辮

傾斜になった雪の斜面を滑り落ちる女性の

真剣な表情、ポーズなど、うまい瞬間を捕ら

えており、背負ったノボリに愛敬を感じます。
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一
日
郵
便
局
長
に
室
岡
幹
男
さ
ん

　
今
年
も
、
郵
便
事
業
の
理
解
と

普
及
を
目
的
に
し
た
一
日
郵
便
局

長
が
、
四
月
二
十
二
日
、
松
代
郵

便
局
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

一
日
郵
便
局
長
は
、
郡
簡
易
保
険

友
の
会
の
会
長
な
ど
を
務
め
る
松

代
の
室
岡
幹
男
さ
ん
。

　
室
岡
さ
ん
に
は
関
谷
局
長
か
ら

一
日
郵
便
局
長
の
辞
令
と
タ
ス
キ

が
渡
さ
れ
、
早
速
職
員
に
対
し
て
、

「
み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
郵
便
局
に
。

ま
た
、
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
訓
辞
。
そ
の
後
、

優
良
職
員
表
彰
の
伝
達
や
職
員
の

仕
事
ぶ
り
な
ど
見
学
し
て
一
日
郵

便
局
長
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

麟＞「
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
一
と

声
を
か
け
る
室
岡
さ
ん

▲
関
谷
克
也
さ
ん
へ
の
優
良

職
員
表
彰
の
伝
達

全
国
林
業
改
良

　
　
　
普
及
協
会
長
賞
受
賞

　
こ
の
ほ
ど
地
域
お
こ
し
グ
ル
ー

プ
「
や
ぶ
こ
ざ
き
の
会
」
が
全
国

林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
林
業
関
係
事
業
の

研
究
や
普
及
に
功
績
の
あ
っ
た
グ

ル
ー
プ
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
単

な
る
き
の
こ
の
栽
培
に
と
ど
ま
ら

ず
、
き
の
こ
園
ま
つ
り
、
山
菜
採

り
ツ
ア
ー
な
ど
を
取
り
入
れ
た
複

合
的
な
活
動
が
高
い
評
価
を
得
て

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　響鰍

　
会
長
の
小
野
嶋
哲
雄
さ
ん
は
、

「
大
変
な
賞
を
も
ら
っ
て
、
正
直

言
っ
て
肩
の
荷
が
重
い
で
す
。
で

も
こ
れ
を
刺
激
に
し
て
今
後
も
頑

張
り
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
会
員
は
男
性
1
6
人
、
女

性
1
人
の
1
7
人
。
山
菜
ラ
ン
ド
（
観

光
山
菜
園
）
構
想
や
夏
休
み
サ
バ

イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
計
画
も

あ
り
、
グ
ル
ー
プ
の
今
後
の
活
動

が
楽
し
み
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。

▲表彰状と会長の小野嶋

　哲雄さん
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　　　　りまず消そつ
　火への鈍感

　　　　無関心

▲今年の町内全体の園児はI　I3人。

温かい目で、伸び伸びと健や

かに育てたいものです。

夢》
春
の
火
災
予
防
運
動
（
1
日

入
学
式
（
松
代
小
学
校
）

〈　
　
　
町
全
体
の
新
一
年
生
（
小
学
校
）

示
風
景
（
役
場
）

▲
県
議
会
議
員
選
挙

　
（
7
日
蒲
生
の
投
票
所
）

　
村
松
二
郎
氏
が
初
当
選
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璽
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
．
．
，
欝
触
皿
、
、
聯
．
識
麟

　

聾
　
　
　
　
　
　
　
》

　
　
　
　
狂
犬
誰
繍
日

癬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真
は
役
場
前
）

璽
き

響・繋　癖

鱒…蕪

　　　　31脚聯瀞ll撚撒撚lll賜鮒蝋1鴛辮礁擁忘羅

▲出稼ぎ者グループリーダー会議

　（18日役場第一会議室）

＞町
議
会
議
員
選
挙
（
無
投
票
）

　
写
真
は
当
選
証
書
授
与
式

　
（
2
2
日
役
場
議
員
控
室
）

　保育園

みん右
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まだ児ぬ置界の友達が

　　　　　あなたどの出「会いを待っτいます

　　紹働よ54腐㊥よ54国際露縮卿
単なる海外旅行では体験できないB　l　Gな体験が、若さと行動力を持つあなたの人生に新しい可能性を与えるでしょう。

あ窓胞⑳秘働胞可能性窓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　海外へ〃

1　応募期間

2主　　催
3選考試験
（1）期　　日

場
内

　
　
　2
3

（
　
（

所
容

平成3年5月20日（月）まで

新潟県

①オーストラリア班6月10日（月）

＠韓国班　　　　　　6月11日σ℃

新潟県庁（新潟市新光町4番地1）

一般面接、英会話面接及び筆記試験（一般常識）

派　遣　名 新潟県青年リーダー養成海外研修
オーストラリア班 韓　　国　班

選　考　日 6月10日（月） 6月11日（幻

募集人数 15人 15人

派　遣　先 オーストラリア（カンガルー島ほか） 韓国（ソウル、釜山ほか）

期間（予定） 9月6日㈲～17日（幻〔12日間〕 10月16日困～23日㈲〔8日間〕

内　　　容 視察、訪問国青年との交歓、民泊等を行う。

　　　　　　　　　■
本人負担 16万円 6万円

資
格
等

年　齢 20歳～30歳 18歳～30歳

語学力 簡単な日常英会話ができる者

その他 学生は、応募できない。県・国の行う同種の事業参加者は応募できない。

詳しくは、松代町教育委員会社会教育課（盈7－2301）、または

県女性児童課（青少年育成係盈025－285－5511内線2511～2513）へお問い合わせください。
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》県
立
松
代
高
等
学
校

大　学 短　大 専門学校 就　職 公務員 浪人等 計

男 5 1 13（1） 18 7 1 45
女 4 5 9 18 3 2 41
計 9 6 22（1〉 36 10 3 86

松
代
高
校
生
の

　
　
　
進
学
状
況

寿
ら
今
年
の
卒
業
生
　
　
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
四

一
を
い
た
だ
き
ま
し
た
　
　
年
制
と
短
大
の
合
格
者
は
、
昨
年

ん
に
ご
紹
介
い
た
し
　
　
は
八
人
で
し
た
が
、
今
年
は
十
五

｝
見
ま
す
と
、
進
学
者
　
　
人
と
な
り
、
倍
増
し
た
の
が
特
筆

［
む
）
が
約
四
十
七
％
　
　
す
べ
き
と
こ
ろ
で
す
。

」
人
は
進
学
し
て
い

　
職
灘
㎜
　
　
　
　
．
雛
轍
　
霊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
5
　
1
　
6
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
4
4
8
含

　
　
　
　
　
紺
、
、
磁
，
㎜
に

　
　
　
　
　
　
蒙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者

　
　
　
．
，
蝿
騨
　
攣
－
論

　
　
　
　
　
　
榊
轍
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者

灘
鯖
　
纏
灘
男
　
　
－
1
3
数

　
　
撚
　
　
磁
㎜
、
－
　
　
就
　
　
　
者

騨
、
讐
，
墾
路
藷
轟

　
　
紺
　
　
職
．
　
　
門
3
9
2
職

．
醐
，
難
　
・
進
専
1
　
2
就

　
　
　
騰
－
羅
，
鞭
　
∵
5
6
㈱

短大・看護学校合格者

　学　校　名
飯田女子短大　家政科

シオン短大　教養科

新潟中央短大　商学科

長岡短大　経済学科

昭和女子大短大部　英語英文科

女子聖学院短大　英文科

千葉敬愛短大　国際教養科

神奈川県立栄養短大　食物栄養学科

東京工芸大短大部　写真応用科

国立療養所東長野病院附属看護学校

国立療養所西群馬病院附属看護学校

新潟県立中央病院附属看護学校

国立東信病院附属看護学校

新潟県立中央病院附属看護学校

新潟県立中央病院附属看護学校

国立習志野病院附属看護学校

新潟県立中央病院附属看護学校

4年制大学合格者

　
子
紀
弓
　
子
り
子
子
志
美
　

子
子
　

子
　
子

名
　

由
　
　
　
ど
　
和
　
　
　
紀
美
　
実

　
綾
美
真
　

佳
み
佳
美
尚
和
　

由
久
　

久
　
聡

　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
島
藤
橋
　

巻
沢
　

井
橋
堺
　

島
坂
　

田
　
口

氏

　
小
佐
高
　

藤
宮
柳
若
高
小
　

福
保
　

牧
　
山

相沢容子
〃

〃

国立療養所新潟病院附属看護学校

国立療養所東長野病院附属看護学校

共立高等看護学院

氏　　　名 学　校　名 学部・学科

（国　公　立）

村　山　多恵子 新　　潟 農・応用生物化学

〃 山　　　形 農・農芸化学

小　堺　加　恵 金　　　沢 経済・経済

若　井　美和子 上越教育 学校教育

（私　　　立）

小　島　文　彦 神奈川工科 エ・工業化学

村　山　多恵子 日　　本 農獣医・農芸化学

〃 玉　　　川 農・農芸化学

斎　藤　真　也 日本体育 体育・体育

牧　田　幸　樹 近　　畿 商経II部・商

五十嵐　紀　彦 新潟産業 経済・経済

柳　　　志　朗 国士舘 政経・政治

若　山　勝　男 いわき明星 理工・機械工

佐　藤　有　子 高岡法科 法・法律

柳　　　明　美 和洋女子 文家政・英文

藤　巻佳　子 フェリス女学院大学 文学部国文科

太字は進学した大学等。　村山多恵子さん、

小島文彦さん、相沢容子さんは昨年の卒業生
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、
φ駈
篶

、
、
驚
㎜
、
唖
野

桑

シ
リ
ー
ズ

ア

　
今
年
は
、
冬
鳥
が
多
く
渡
来
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
特
に
、
今
回

登
場
す
る
「
ア
ト
リ
」
や
、
そ
の

仲
間
の
マ
ヒ
ワ
、
イ
ス
カ
な
ど
が

大
群
で
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
筆
者
の
勤
務
す
る
津
川
町
で
も

五
十
～
百
羽
の
群
が
三
月
中
旬
頃

か
ら
四
月
中
旬
に
か
け
、
官
舎
の

上
空
を
北
に
向
か
っ
て
い
る
の
を

毎
日
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　
柏
崎
市
に
住
む
友
人
に
電
話
し

た
際
、
ア
ト
リ
が
多
い
と
い
う
話

を
し
て
お
り
、
彼
の
話
で
は
「
群

が
と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
飛
ん
で
い

た
。
た
ぶ
ん
、
何
万
羽
と
い
う
数

だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

津
川
で
も
二
～
三
分
で
す
が
、
幅

十
m
位
で
相
当
の
数
の
ア
ト
リ
が

飛
ん
で
い
る
の
を
観
察
し
ま
し
た
。

松
代
町
で
も
本
種
を
観
察
で
き
た

と
思
い
ま
す
．

　
本
種
は
、
そ
の
年
に
よ
っ
て
渡

来
数
に
変
化
が
あ
り
、
全
然
渡
来

し
な
か
っ
た
り
、
今
冬
の
よ
う
に

⑲ト

リ

松
　
永

涜

あ
ち
こ
ち
で
大
き
な
群
が
観
察
さ

れ
る
年
も
あ
る
の
で
す
。
こ
れ
は

な
ぜ
な
の
か
理
由
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
繁
殖
地
で
の
天
候
や
餌
の

関
係
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
理

由
が
分
か
っ
た
ら
お
も
し
ろ
く
、

天
気
予
報
の
よ
う
に
今
年
は
多
く

渡
来
す
る
と
か
、
少
な
い
と
い
う

こ
と
が
予
想
で
き
、
考
え
て
み
た

だ
け
で
も
楽
し
く
な
り
ま
せ
ん
か
。

ア
ト
リ
の
群
を
観
察
し
た
日
は
晴

れ
た
朝
に
多
く
、
天
候
の
悪
か
っ

た
翌
日
の
晴
れ
た
日
に
も
多
く
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
種
は
、
冬
鳥
で
ち
ょ
っ
と
な

じ
み
が
薄
い
と
思
い
ま
す
が
、
分

類
し
ま
す
と
、
ス
ズ
メ
目
ア
ト
リ

科
の
ア
ト
リ
と
分
類
さ
れ
、
こ
の

科
に
は
、
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
、
マ
ヒ
ワ
、

ハ
ギ
マ
シ
コ
、
イ
ス
カ
な
ど
十
七

種
が
入
っ
て
い
ま
す
。
大
き
さ
は

ス
ズ
メ
よ
り
や
や
大
き
く
、
雄
の

頭
部
は
黒
色
で
冬
羽
で
は
羽
縁
は

赤
褐
色
様
、
肩
羽
、
胸
も
赤
褐
色
。

翼
、
尾
に
は
黒
色
で
淡
黄
色
の
羽
　
皿

縁
が
あ
り
、
体
の
下
面
は
白
色
で
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

す
。
雌
で
は
頭
部
は
暗
褐
色
で
灰
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

褐
色
の
縁
が
あ
り
、
上
面
は
淡
灰
　
皿

色
、
胸
は
淡
赤
褐
色
、
下
面
は
汚
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

白
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。
春
渡
去
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

す
る
頃
に
は
群
の
中
に
色
鮮
や
か
　
㎜

な
個
体
が
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
が
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

あ
り
、
繁
殖
の
た
め
の
準
備
を
し
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

て
い
る
も
の
も
お
り
ま
す
。
　
　
　
㎜

　
日
本
で
観
察
さ
れ
る
の
は
十
月
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

始
め
頃
か
ら
で
、
渡
っ
て
来
た
頃
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

は
平
野
部
に
住
み
、
そ
の
後
高
い
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

山
に
移
動
し
ま
す
。
大
雪
に
な
る
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

と
再
び
平
野
部
に
も
ど
っ
て
農
耕
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

地
に
移
動
し
、
冬
を
過
ご
し
ま
す
。
㎜

松
代
町
で
は
渡
来
後
し
ば
ら
く
観
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

察
さ
れ
、
降
雪
期
に
は
少
な
く
な
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

り
、
春
渡
去
す
る
頃
に
群
で
観
察
皿

さ
れ
ま
す
。
筆
者
は
松
代
町
で
、
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

一
九
八
八
年
五
月
三
日
、
田
野
倉
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

地
内
の
林
縁
の
農
耕
地
で
雄
三
羽
、
皿

雌
二
羽
の
群
を
観
察
し
ま
し
た
。

こ
の
鳥
は
、
松
代
町
で
観
察
し
た

七
十
番
目
の
種
類
と
い
う
こ
と
で

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
繁
殖
し
な
い
鳥
で
、

シ
ベ
リ
ア
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
、
樺

太
、
北
朝
鮮
な
ど
で
繁
殖
し
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
方
面
で
は
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
、
フ
イ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー

年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

　
国
民
年
金
で
は
、
平
成
2
年
4

月
か
ら
、
前
年
の
消
費
者
物
価
指

数
の
上
昇
に
応
じ
て
年
金
額
を
改

定
す
る
『
完
全
自
動
物
価
ス
ラ
イ

ド
制
』
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
2
年
1
月
か
ら
1
2
月
ま
で

の
消
費
者
物
価
上
昇
率
が
開
％
と

確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
4
月
分

か
ら
の
年
金
額
は
別
表
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

　　　　　　　欝　灘i鑛
難　　　鑓 灘鱗麟嚢　　欝鐵鱗譲

蓬灘難欝鐙i藝 （月額）

獺灘難鑛 413，900円　→　426，500円

灘麟蟹懸i 352，300円　→　363，000円

麟羅麟懸墾　繍 851，600円　→　877，500円

麟馨難難鱗　纐 681，300円　→　702，000円

欝鶏繋盤鰯韮鋤 877，700円　→　904，400円

謹灘灘磯辮畿－ 681，300円　→　702，000円

灘灘醗絹懸菱繍 851，600円　→　877，500円

隣難磯編懸馨　繍 681，300円　→　702，000円

纏難難灘醗欝蝦輔 877，700円　→　904，400円

蔭逡灘穣灘鎌畿纂

醗糞趨懸鰯醗織灘 348，600円　→　359，200円

難灘㈱購購幾
雛麟灘灘鎌繊

296，000円　→　299，500円
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デ
ン
な
ど
で
繁
殖
し
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
巣
は
、
カ

バ
ノ
木
、
マ
ツ
、
モ
ミ
の
林
に
作

り
、
五
～
九
個
の
卵
を
産
む
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ソ
連
の
ウ
ス
リ
ー
地
方
で
の
本

種
の
記
録
、
カ
・
ア
・
ヴ
オ
ロ
、

ビ
ョ
フ
著
（
高
橋
清
訳
、
宇
田
川

竜
男
解
説
）
の
野
鳥
の
生
態
と
分

布
に
よ
れ
ば
、
ウ
ス
リ
ー
地
方
で

も
冬
鳥
で
、
ま
れ
に
夏
二
、
三
の

も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
最
初
の
群
は
九
月
半
ば

に
現
れ
、
春
は
四
月
中
に
渡
り
五

月
中
頃
ま
で
続
く
と
記
載
さ
れ
て

お
り
、
日
本
よ
り
秋
は
早
く
出
現

し
、
春
は
少
し
遅
く
出
現
す
る
よ

う
で
す
。
日
本
に
渡
来
し
て
い
る

も
の
と
同
じ
も
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
標
識
調
査
の
記
録
も
少
な

く
、
回
収
も
な
い
こ
と
か
ら
、
日

本
の
ア
ト
リ
は
ど
こ
か
ら
渡
来
し

ど
こ
に
渡
っ
て
行
く
の
か
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
本
種
は
、

中
部
六
県
で
大
量
に
捕
獲
さ
れ
ぞ

キ
ト
リ
」
に
し
て
食
べ
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ア
ジ
ア
大
陸
や
ソ

連
方
面
か
ら
渡
来
し
て
い
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　
本
種
の
餌
は
、
稲
の
モ
ミ
、
ム

ギ
、
ヒ
エ
、
ソ
バ
な
ど
の
種
子
や
、

ア
カ
マ
ツ
、
モ
ミ
の
木
の
種
子
を

食
べ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ア
ト
リ
と
い
う
名
称
は
、
　
「
ア

ッ
ト
リ
」
　
（
集
鳥
）
の
ツ
が
な
く

な
り
、
つ
ま
っ
て
ア
ト
リ
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
名
前
の
と

お
り
群
で
集
ま
っ
て
生
活
し
て
い

ま
す
。
鳴
き
声
は
、
キ
ョ
ッ
、
キ

辺

ヨ
ッ
と
聞
こ
え
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
今
冬
は
、
十
分

本
種
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
し
、
今
秋
も
多
く
渡
来
し
て

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
夢
み

て
、
こ
の
項
を
終
わ
り
ま
す
。

卜

醜講錨罐鍵㌦
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〈
け
い
れ
ん
〉

　
て
ん
か
ん
、
乳
幼
児
の
発
熱
に

よ
る
こ
と
が
多
く
、
意
識
が
な
く

呼
吸
困
難
と
な
り
、
顔
色
は
青
く
、

口
か
ら
泡
を
出
し
た
り
し
ま
す
。

大
体
数
分
以
内
に
発
作
は
お
さ
ま

り
ま
す
が
、
重
大
な
病
気
が
原
因

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
軽

視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
け
い
れ
ん
を
初
め
て
経
験
し
た

親
は
非
常
に
驚
い
て
恐
怖
感
を
も

ち
ま
す
が
、
落
ち
着
い
て
手
当
し

て
く
だ
さ
い
．

　
応
急
手
当

①
窒
息
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
体

を
横
向
き
に
寝
か
せ
ま
す
。

②
衣
服
を
ゆ
る
め
、
楽
に
呼
吸
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

③
大
声
で
呼
ん
だ
り
、
抱
い
た
り
、

押
え
つ
け
た
り
し
て
刺
激
し
な
い
。

④
口
内
に
ガ
ー
ゼ
を
巻
い
た
わ
り

ば
し
、
ス
プ
ー
ン
等
を
入
れ
な
い
。

（
舌
や
口
内
を
傷
つ
け
た
り
舌
を

の
ど
に
押
し
込
む
こ
と
が
あ
り
ま

す
）⑤
発
作
が
お
さ
ま
っ
て
も
保
温
し

て
、
心
身
と
も
に
安
静
に
し
ま
す
。

諏窃6
〆
、
”

　
　
　
N

．
／
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δ父亡ん、誘母亡ん、良く見て（だ亡いわ〃

　　　たつ　や
柳　　達也くん

　　5才
千年　しんたく

（松代保育園）

桜沢あゆみ触

　　5才
松代　釜田住宅
（松代保育園）

　　　ゆう　き
佐藤　佑毅くん

　　5才
　孟地　はば
（犬伏保育園）

懇
馨
羅
蒙
．

　
警
察
官
A
（
大
卒
）
の

　
　
　
　
募
集
の
お
知
ら
せ

　
新
潟
県
警
察
で
は
、
若
さ
と
情

熱
に
あ
ふ
れ
た
警
察
官
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

－
受
験
資
格

　
　
昭
和
3
9
年
4
月
2
日
か
ら
昭

　
和
4
5
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
男
子
で
、
大
学
を
卒
業
し

　
た
者
、
又
は
平
成
4
年
3
月
3
1

　
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

2
受
付
期
間

　
　
平
成
3
年
5
月
1
3
日
（
月
）

　
か
ら
7
月
1
5
日
（
月
）
ま
で

3
そ
の
他

　
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り

　
の
警
察
署
、
又
は
派
出
所
、
駐

　
在
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

宙
②
會
回
露
国
睾
會
鱈
動

　
　
　
　
　
5
月
1
1
日
出
5
5
月
2
0
目
鳳

“
の
せ
ま
し
ょ
う
ゆ
と
り
と
い
う
名
の
同
秦
者
∬

、
行
政
相
談
委
員
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
礼
子
さ
ん

、
四
月
一
、
国
付
で
、
松
代
長
命
響
の
本
幽
礼
予
蓬
ん
が
総
務
康
長
嘗

か
ら
行
政
相
談
委
貝
に
委
嘱
蓼
紅
ま
穆
、
潅
．
、

　
行
政
相
談
萎
翼
は
、
行
政
陰
関
ず
馨
着
情
や
困
り
趨
乏
．
心
配
謹

と
な
謹
購
民
の
漢
き
相
談
相
手
と
な
っ
ズ
、
解
決
の
た
め
勢
力
じ
瓢

い
だ
だ
《
こ
と
に
な
拶
誕
い
ま
す
。
相
談
憾
無
料
嬢
秘
密
ほ
守
ら
れ

ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
槽
談
く
だ
さ
騰
。

～
夜
と
友
達
に
な
り
ま
せ
ん
か
～

　
町
教
育
委
員
会
主
催
の
第
四
回

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
が
次
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す
．

　
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、
あ
な
た
も
二

十
五
。
。
の
徒
歩
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
．

◎
期
　
日

　
　
六
月
一
日
出
～
二
日
㈲

　
午
後
十
時
総
合
体
育
館
出
発

◎
参
加
で
き
る
人

　
小
学
生
以
上
（
小
学
三
年
生
以

　
下
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

◎
申
し
込
み
方
法

　
五
月
二
十
四
日
㈹
　
午
後
五
時

　
ま
で
に
総
合
体
育
館
（
鱈
7
－

　
3
7
5
2
）
へ

◎
先
着
百
五
十
名
で
締
め
切
り
ま

　
す
。

※
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
は
先
着
順
位

を
競
い
ま
せ
ん
。
マ
イ
ペ
ー
ス
で

歩
く
こ
と
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
’
．
’

　
　
　
　
　
嶋
　
．

　
　
　
　
　
（

e
’
■
■
，f
．

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

雛
鯉
騒
、
纒
融
麟
璽
謹
、
．
振
蓋
灘

　
町
税
等
の
納
入
に
は
、
部
落
嘱

託
員
さ
ん
を
通
し
て
現
金
納
付
す

る
方
法
と
、
納
税
者
の
口
座
か
ら

自
動
的
に
引
き
落
と
す
口
座
振
替

方
法
の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
口
座
振
替
制
度
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
金
融
機
関
の
手
続
き
、

貯
金
通
帳
の
口
座
番
号
を
確
認
し

印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
税
務
課
ま

で
手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
取
り
扱
い
の
金
融
機
関

は
、
第
四
銀
行
松
代
支
店
、
ま
つ

だ
い
町
農
業
協
同
組
合
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
税
務

課
ま
で
。

’

綴
・
鰯
膿
繕
短
藤
だ
⇒
灘
．
纏
ら
難
ひ
る
罎
徽
嚇
磁
に
萄
嘆
謄
裁
誘
鐵
6
趙
窃
ろ
撮
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艶傘傘傘漁麟傘傘漁喰漁漁漁燃喰燃漁漁喰傘漁漁漁喰麟漁融傘離傘傘融旗幽融麟融漁旗融離融激傘傘愈傘蟹

◇高額療養費自己負担限度額の改定

一　般　分 低所得者

現　行 現　行 轍麟灘

通　　常

多数該当

特定疾病

57，000

33，000

10，000

31，800

22，200

10，000

・襯鞘・

，麗鰹難

　
5
月
1
日
か
ら
お
医

者
さ
ん
に
か
か
っ
た
場

合
の
高
額
療
養
費
自
己

負
担
額
が
、
左
記
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

①
　医療費の自己負担額が、1人、1ヵ月、一っ

の病院・診療所について60，000円を超えた分は

国保が負担します。

　ただし、低所得者（住民税非課税世帯）につ

いては33，600円です。

埋マ♂瓶匹 　●　、
　－　　　　

（

！

．3胴卿　3珊以ヒ
鳥

③
　1年間に、同一世帯に対し、高額療養費の支

給が4回以上あった場合に、4回以降からは、

自己負担額が34，800円（低所得者は23，400円）

を超えた分については国保が負担します。

　
　
　
り

　
　
　
　
　

　
　
　
ら
　
　
リ

　
　
　
　
ム

　
　
　
ロ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
窺
づ
ソ

　
　
　
　
や

邸
齢

　
　
　
，

　
　
　
◎
．
亀
専

　
　
　
　
贋
．

此竃

②

，麟鍔

・　・　〃
り　あ　の

曾
％

σ∂

椴鱒司ooo円
e！

　同一月、同一世帯に医療費の自己負担額が3

万円（低所得者は21，000円）以上の場合が2回

以上あった場合、その額を合算して60，000円（低

所得者は33，600円）を超えた分については国保

が負担します。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　　申請に必要なもの

領収書・保険証・印かんを持参の

うえ国保の係へ申請してください。

　
　
　
ピ

O
保
険
．
6

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

護
暢
鵬
に
や
《
だ
類
毒
、
し
轟
鰹
麟
脇
ぽ
璽
醐
畿
儲
や
殉
だ
識
溺
腰
墜
、
罎
．
蘇
超
ぽ
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産
業
・
企
画
課

　
ご
質
問
の
よ
う
に
、
農
業
者
年

金
制
度
が
四
月
一
日
よ
り
一
部
改

正
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
農
業

者
の
老
後
の
生
活
安
定
と
と
も
に

農
業
経
営
の
近
代
化
及
び
、
農
地

保
有
の
合
理
化
を
図
る
政
策
年
金

と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
ま
で
は
、
六
十
才
に
到
達
す

る
と
受
給
権
を
取
得
で
き
た
も
の

が
、
今
回
の
改
正
で
六
十
才
か
ら

六
十
五
才
ま
で
の
期
間
の
中
で
請

求
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
年
令
の

選
択
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
行
法
も
ま
だ
健
全
で
す
。
現

在
の
ピ
ス
ト
ル
型
を
選
択
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
し
、
ま
た
、
新
法

の
カ
マ
ボ
コ
型
の
よ
う
に
終
身
ま

で
同
額
受
給
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き

ま
す
。
〈
年
金
受
給
額
の
試
算
例
〉

　
昭
和
七
年
四
月
二
日
か
ら
八
年

四
月
一
日
生
れ
の
方
で
旧
法
を
選

ん
だ
場
合
、
六
十
一
才
で
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
基
本
額

五
十
九
万
二
千
円
。
六
十
五
才
か

ら
老
令
年
金
二
十
三
万
二
千
円
と

な
り
ま
す
。

◎
新
法
を
選
ん
だ
場
合
は
、

　
六
十
才
で
請
求
さ
れ
た
場
合
金

額
は
、
二
十
七
万
六
千
円
、
六
十

一
才
で
は
、
二
十
九
万
一
千
円
、

六
十
二
才
で
は
三
十
一
万
円
、
六

十
三
才
で
は
、
三
十
二
万
八
千
円
、

六
十
四
才
は
三
十
四
万
七
千
円
、

六
十
五
才
は
三
十
六
万
九
千
円
。

こ
の
よ
う
に
年
令
に
応
じ
て
支
給

農業者年金の受給
（現行給付体系）

基本額部分→

刀ロ算鄙分（農業者年金加入者等へ経営移譲した場合）

経営移譲年金（Aの1／10）

農業者老令年金（Aの1／4）

　　　　z経営移譲年

金　（A） 国　民　年　金

（亡）65才60才

額
も
異
な
り
、
終
身
ま
で
続
き
、

更
に
物
価
ス
ラ
イ
ド
が
上
乗
せ
に

な
り
ま
す
。

　
前
記
で
新
法
を
選
ん
だ
場
合
に

つ
い
て
記
載
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
、
保
険
料
二
十
一
年
（
二
百
五

十
二
月
）
納
付
し
た
方
を
例
に
試

算
し
ま
し
た
の
で
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
後
継
者
が
い
て

農
年
に
加
入
し
て
い
る
方
と
か
保

険
料
納
付
月
な
ど
で
、
い
ろ
い
ろ

と
受
給
額
に
個
人
差
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ご
相
談
は
、
農
業
委
員
会
・
農

協
の
農
年
受
給
連
の
事
務
局
へ
ど

う
ぞ
。

（新給付体系）

経営移譲年金

L
ノ

　　l　　　l
邑者）I　　l

　　l　　　l
　　l　　　　l

　　l　　　　　曹　　一

国　民　年　金

（経営移譲した

63才65才

（経営移譲の年令を選択した場合）

加算部分（後継者が農年に加入した場合）

（
内
訳
））

⊥
4
3
一
4

隔
緒基

（亡）65才

・った者）

農業者老令年金

国　民　年　金

（経営移譲しなカ

（亡）65才60才
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こ
の
町
に
来
て

　
　
　
　
　
市
川
佳
代
子
さ
ん
（
田
沢
）

　
　
　
　
繊

　
　
　
　
撒

　
　
　
　
　
　
　

■
鐵

　
県
北
の
関
川
村
か
ら
こ
の
町
に

来
て
、
早
や
三
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

看
護
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
、

ま
だ
雪
の
溶
け
き
ら
ぬ
三
月
、
列

車
、
バ
ス
を
乗
り
つ
ぎ
五
時
間
か

け
て
来
た
の
が
、
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
で
す
。

　
こ
の
わ
ず
か
三
年
の
問
に
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

看
護
婦
に
な
れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
結
婚
し
出
産
、
そ
し
て
今
二

人
の
母
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
面
で
も
、
病
棟
勤
務
か
ら

外
来
勤
務
へ
と
変
わ
り
、
訪
問
看

護
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
退
院
し

た
患
者
さ
ん
の
お
宅
へ
お
邪
魔
し
、

病
院
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う

な
素
適
な
表
情
に
出
会
え
た
り
と
、

他
の
病
院
や
部
署
で
は
経
験
で
き

な
い
こ
と
も
経
験
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
山
程
あ
り
、
考
え
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
ば
か
り
の
毎
日
で

す
が
、
私
な
り
に
実
り
あ
る
三
年

間
で
し
た
。

　
外
来
勤
務
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
町
の
方
と
接
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
　
「
遠
く
か

ら
こ
の
町
に
嫁
に
来
て
く
れ
た
」

と
、
皆
さ
ん
歓
迎
し
、
温
か
い
言

葉
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
仕

事
を
し
て
い
る
と
、
こ
う
い
う
機

会
は
限
ら
れ
て
く
る
と
思
う
の
で

す
が
、
私
の
場
合
恵
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
土
地
柄
、
人
柄
、
共
に
生

ま
れ
育
っ
た
所
と
似
て
い
る
せ
い

か
、
松
代
町
は
と
て
も
親
し
み
や

す
い
町
で
し
た
。
雪
の
量
は
倍
以

上
で
、
想
像
を
越
え
て
い
ま
し
た

ご
　
　
　
　
　
　
の

カ
．
．
．
．
．
．

　
現
在
は
産
休
に
入
り
、
一
歳
の

息
子
と
追
い
か
け
っ
こ
の
毎
日
で

す
。
こ
の
子
、
そ
し
て
生
ま
れ
て
く

る
子
に
も
、
松
代
の
自
然
の
中
、

温
か
い
人
達
に
囲
ま
れ
の
び
の
び
と

育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

▼
待
望
の
芝
峠
温
泉
「
レ
ス
ト
ビ

レ
ッ
ジ
峰
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
あ
な
た
は
も
う
展
望
風
呂
に

お
入
り
に
な
り
ま
し
た
か
？

「
恥
ず
か
し
い
か
ら
い
や
だ
」

　
そ
ん
な
こ
と
言
わ
な
い
で
思
い

き
っ
て
入
っ
て
見
ま
し
ょ
う
。
湯

舟
に
つ
か
り
な
が
ら
回
り
の
景
色

で
も
見
て
い
れ
ば
、
そ
ん
な
こ
と

は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
田
植
え
の
疲
れ
、
日
頃
の
ス
ト

レ
ス
な
ど
も
み
ん
な
吹
き
飛
ん
で

し
ま
い
、
中
に
は
タ
オ
ル
ま
で
飛

ば
す
人
も
で
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し

ょ
う
か
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
知
ら
な
い
人
と
湯
舟
の
中
で
話

を
す
る
の
も
結
構
楽
し
い
も
の
で

す
。
こ
れ
を
昔
か
ら
尻
合
い
と
言

い
ま
す
。
ご
存
じ
で
し
た
か
？

　
ま
あ
、
そ
ん
な
冗
談
と
も
か
く

と
し
て
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
願

い
致
し
ま
す
．

▼
皆
さ
ん
か
ら
の
写
真
、
イ
ラ
ス

ト
、
四
コ
マ
漫
画
な
ど
も
掲
載
致

し
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

戸
籍
の
窓
口

（
3
月
％
日
～
4
月
％
日
受
付
）

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

井
圭
傑
・
平
山
恭
子
欝

　
　
　
　
　
　
　
（
寺
田
・
原
）

げ
ん
き
な
良
い
子
に
（
出
生
）

　
　
ゆ
う
　
こ

中
澤
優
子
瀦
　
実
・
順
子
謹

　
（
畏
女
・
木
和
田
原
・
金
善
）

　
　
け
ん
い
ち

若
幽
健
心
謎
　
正
弘
・
成
子
避

　
（
長
男
・
蒲
生
・
七
右
エ
門
）

武
田
糞
羅
漣
篤
・
比
呂
美
溝

　
　
（
長
女
・
太
平
・
松
代
屋
）

謬
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

着
田
ト
メ
瀦
　
　
　
麗
歳

　
　
　
　
　
（
苧
島
・
か
え
ん
）

片渠の自い花置存じ署すか？

　
松
代
の
柳
竹
蔵
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ

が
白
い
花
の
咲
い
た
片

ク
リ栗
を
見
つ
け
、
植
木
鉢

で
育
て
て
い
ま
す
。
白

い
花
は
結
構
珍
し
い
も

の
だ
そ
う
で
す
。

カラーでない

のが残念です。
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叉
羅
一

　
　
　
　
　
　
　
　
・
一
（

　
　
　
芸

　
　
　
　
　
　
　
含
「
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
’
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
し
ぶ
み
句
会

濡
れ
る
と
も
濡
れ
ず
と
も
行
く
春

の
雨
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

夜
桜
に
人
出
賑
う
高
田
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

雪
壁
に
紅
の
大
文
字
火
の
用
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

ゆ
が
み
た
る
制
帽
か
む
り
卒
業
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

　
　
　
　
　
こ
だ
ま

杭
を
打
つ
音
街
す
る
春
の
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
水

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
き
げ

川
底
の
土
工
に
激
し
雪
解
川

は
だ
れ
ゆ
き

斑
雪
牛
の
出
産
近
づ
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

老
木
の
枝
間
の
光
春
め
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
沙

つ
　
ま
亡
夫
し
の
ぶ
空
に
お
ぼ
ろ
の
月
あ

り
ぬ
　
　
　
　
　
　
八
千
代

雨
や
め
ば
残
雪
の
村
霧
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

雪
五
尺
校
門
く
ぐ
る
入
学
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

濁
流
の
増
す
水
量
や
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

彼
岸
入
り
雪
で
か
た
ど
る
墓
ま
い

る
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
志

残
雪
の
上
を
霧
だ
け
流
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

雨
傘
を
た
た
む
玄
関
春
近
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
香

草
木
染
め
色
合
わ
せ
つ
つ
毛
糸
編

　
蒲
生
句
会

尼
二
人
坂
の
ぼ
り
来
る
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

か
こ
い
　
と

囲
解
く
口
紅
ほ
ど
の
椿
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

紫
に
越
後
三
山
か
す
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

孫
去
っ
て
穴
二
つ
三
つ
春
障
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
る

な
に
や
か
と
妻
が
働
き
水
温
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

　
　
　
　
　
ぬ
く

光
射
す
窓
辺
温
く
て
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

　
　
　
　
に
ん
に
く

春
の
風
邪
大
蒜
匂
う
枕
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

進
学
の
孫
見
え
て
来
る
電
話
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

山
毛
樫
山
の
残
雪
四
囲
に
母
校
あ

獲
顯
轄
粥
、
・

　
　
雛
灘
藷
謝
繊

　
　
　
　
　
　
（
モ
ク
セ
イ
科
）

　
つ
る
性
の
落
葉
低
木
。
四
月
末

頃
、
葉
の
や
や
出
る
前
に
鮮
黄
の

花
を
つ
け
る
。
花
は
花
び
ら
の
部

　
　
　
　
　
　
　
撚

　
　
　
　
　
　

　
　
　
曹
露

　
　
　
・
　
灘
難
鍵

分
が
深
く
四
裂
、
雄
し
べ
は
二
本

あ
る
。
果
実
は
一
・
五
㎝
の
卵
形

で
二
裂
す
る
．

　
わ
が
国
で
は
観
賞
用
と
し
て
育

て
て
い
る
が
、
中
国
で
は
薬
用
と

し
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

　
薬
と
し
て
は
、
消
炎
、
利
尿
、

排
膿
、
解
毒
等
に
効
が
あ
る
。
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